
全国自治体DX 生成AIの最新情報

驚異的なスピードで進化する自治体DX

本日の議題
①オープンAI社による最新情報の共有
②各自治体もAIが急加速し、事例が豊富に
③自治体ゆるキャラが話して住民サポート
④ChatGPT以外の生成AIも急進化
⑤12月議会でのチャットGPTの使い方
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①オープンAI社による
最新情報の共有

さらに、加速化するChatGPT
自治体への影響は？

・GPT turbo4
・画像認識能力の向上
・GPTｓ
・アルトマンの退職
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・GPT turbo4
正確性の向上＋値下げにより、さらに加速化
来年度の予算額が変化する可能性

https://openai.com/pricing
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・画像認識能力の向上
  

グラフなどの資料解読が事前学習可能になりました。
来年度にむけて、デジ田応援団でも、研究開発を進めます。
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・GPTｓ
事前学習をさせていない初期版（ゼロショット）で使うことは
ほぼなくなる。GPTは事前学習が前提に。

アップロードできるデータ量が少なく、まだ正確性に課題あり。
GPTｓだと正確性にかけるなどの課題があるので、
行政向けだと、追加対応策が必要。
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②各自治体もAIが急加速し、
事例が豊富に

さらに進化が進む
・自治体内部専用
・議会対策用
・相談用
・観光用
・住民向け
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公務員専用AI「マサルくん」

毎月2万3000回の利用でさらに伸びてます。
まもなく10万回の利用回数に到達予定。
来年も、自治体の皆様に無償提供を予定。
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自治体用の利用拡大①相談用、観光用
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9

利用拡大②防災用、中小企業支援、教育



「住民用の問い合わせ生成AI」で
デジ田交付金の対象事例が登場！

これまでのAIを名乗る
不便な「選択型チャットボット」から、

↓
生成AIを使った便利な
「AIチャットボット」が一般的に

【職員】
電話の問い合わせの工数減
コストの削減

【住民】
365日24時間の問い合わせ
正確性がアップして便利に 10
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公共AIは二刀流！使い分けの2パターン

役所内の公務員業務用 役所外の住民用、観光客用

公共データを元に、挨拶文、企画書、
答弁書などを工夫して作り、引用ペー
ジを掲示して確認可能。

間違いをしない。公共データを元に、
関連部分を引用して、正確に答える事
に機能を特化させる。



➂ゆるキャラはAIで話すのが
標準的に

・観光用
・住民向け

ポスターはAI付が
デフォルトになる！

右は万博キャラの例
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TTS(text-to-speach)とい
う技術を活用した最新のAI
で会話をすることが可能。

応答速度も1~2秒とリアル
タイムでの会話が可能。

Web上での会話も可能
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キャラクターを話させる



ゆるキャラを話させる

・観光用、住民向け
大事なのは「正確性」
絶対に間違えるわけにはいかない

↓

ChatGPTではなく、オープンAI社のいいところを使った

・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
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ChatGPTではなく、
オープンAI社のいいところを使った

・行政用コレクトAI
・観光用コレクトAI
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④ChatGPT以外の
生成AIも急に進化

ChatGPTは大規模言語モデルをもとに文章を生成し
ているので「常識的な嘘」をついてしまう。
住民向けのような精度が重要視される場合、
これらを回避するのが望ましい。

そこで誕生したのが・・・
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•先述のコレクトAI

•コレクトAIは「ベクトルDB」を活用した手法を取り
入れることで、「嘘をつかない」仕組みを実現。

• DBに保存されている情報をもとに回答を生成する。

• Botとも違いAIを活用しているので、「表記揺れ」に
も対応が可能。
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コレクトAIのデモ動画



⑤12月議会での
チャットGPTの使い方

・議会質問に対して、行政データを引用しながら、的確に答弁案を作成。
「重ね聞き」を使い、より深堀りする。
その後、引用元データを確認する。

・まずは、無料の実証実験を自治体内で実施する。

・予算案などのポイント
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１，まずは無料のマサルくんを導入
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デジ田応援団のサイトから「自治体等パートナー（無料）」に登録するだけで、無
料で自由に使えます。

108-0075
東京都港区港南1-8-15 Wビル18F
デジタル田園都市国家構想 応援団 事務局
info@digital-supporter.net

050-9014-8503

自治体職員向けの
オンライン利用説明会
をやってます

mailto:info@digital-supporter.net


議会答弁案の作り方

「重ね聞き」を使い、
より深堀りする。
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自治体でのChatGPTのおススメな進め方
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初期状態のものは、不正確さやセキュリティの
リスクがあるので使わない

１，マサルくん

無料で自由に使えて
正確性と
セキュリティの
高いマサルくんで
早期に役所内の
実証導入を開始。

２，実証試験

今年度予算では
安価に少額随契で
自治体データを
エンベディング
する実証試験

３，来年度予算

予算を用意する場合
議会には
「ChatGPT」
ではなく
「生成AI」
で出しておくこと

技術がさらに
進化する可能性が
高くなる前提で
入札を準備



各自治体データのエンベディングで、さらに正確性をアップ
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https://digital-supporter.net/akita/
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https://digital-supporter.net/akita/

各自治体データのエンベディングで、さらに正確性をアップ



２，今年度、少額随契で自治体専用カスタマイズ
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●●市ホームページ
●●市総合計画
●●市都市マスタープラン
●●市立地適正化計画
●●市建設計画
●●市高度情報化ビジョン
●●市行政改革大網
男女共同参画に関する基本計画
●●市環境モデル都市行動計画
●●市人口ビジョン
●●市まち・ひと・しごと総合戦略
●●市公共施設等総合管理計画
●●市自殺対策総合戦略
●●市地域福祉計画
●●市過疎地域持続的発展計画
SDGsの推進に関する取組み
●●市工業振興ビジョン
●●市農業・農村振興計画

福祉 保健に関する計画
●●市障害者計画・●●市障害福祉計画
●●市健康プラン21
●●市子ども・子育て支援事業計画
●●市高齢者総合福祉プラン
生活 環境に関する計画
第2次●●市上下水道事業中長期ビジョン
一般廃棄物処理基本計画
スポーツに関する計画
都市 整備に関する計画
●●市公共交通活性化計画
●●市総合交通戦略
●●市中心市街地活性化基本計画
●●市住生活基本計画
●●市優良住宅の建設の促進に関する基本方針
地域住宅計画の公表



３，来年度予算の立て方
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AIは高速で技術進化が進んでいて、さらに便利で効果的な生成AIになっていきますそ

して、AIを使って仕事をする事が当たり前になっていきます。

海外では多数の高性能な生成AIが出ていて、私たちも試していますが、

現時点では、日本語においてChatGPTが優れていますが・・・

しかし、どんどん進化する事に対応する必要があります。

自治体パートナーを支援して、ともに技術と知見を高めていき、一緒に歩んでいきま

す。皆さん方をサポートして、海外の各ツールに日本語エンベディングを試しながら

、最も良い選択肢を情報共有します。

「ChatGPT」ではなく「生成AI」で議会を通して下さい



１，AI技術は急速に進化して、さらに利便性があがり、普及します

。

２，自治体の事例は増え続けて、

自治体内部業務、観光、相談、防災、中小企業、教育

などにも広がる。

３，ポスターも、AIが話すのが普通になります。

ゆるキャラも話させましょう。

４，公務員内部用ではない住民公開用は「正確性」が大事なので、

工夫をするマサルくんなどの「生成タイプ」ではなく、

行政用の正確性の高い「コレクトAIタイプ」にした方が良い。

５，無料版で、12月の議会答弁用などにも使ってみてください。

実証実験にも協力します。

本日のまとめ
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108-0075
東京都港区港南1-8-15 Wビル18F
デジタル田園都市国家構想 応援団 事務局
info@digital-supporter.net
050-9014-8503

お問い合わせ

生成AIなどについて、個別のミーティングも可能です。

また、HPにあるように、８７の会員企業の全１２３ツールの

「デジ田メニューブック」の各ツール見積り依頼も可能ですので

お気軽にお問い合わせください。
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mailto:info@digital-supporter.net
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